
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電線の端末に接続された複数の端子金具を収容するハウジングに組み付けられ、このハ
ウジングから延出される前記電線を覆う電線カバーであって、
　前記電線を外部に導出する電線導出口の孔縁部より延出され、前記電線を束ねる結束バ
ンドを巻回して前記電線と共に締め付けることで電線を固定可能な電線固定部を備えたも
のにおいて、
　

　前記電線固定部に、前記結束バンドを任意に挿通可能な結束孔を設け、前記結束バンド
の巻回経路を複数種類の中から選択可能としたことを特徴とする電線カバー。
【請求項２】
　前記結束孔は、複数個が前記電線の延長方向に直交する方向に並んで設けられているこ
とを特徴とする請求項１に記載の電線カバー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ハウジングから延出される電線を覆う電線カバーに関する。
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前記電線導出口の孔縁部にはフランジ部が張り出して形成され、
　前記電線固定部は、断面略門形状をなし、前記電線導出口の孔縁部における一部分から
延出されるとともに、その外周面全体にわたって前記結束バンドを巻回可能とされており
、



【０００２】
【従来の技術】
この種の電線カバー１は、図８に示すように、電線Ｗの端末が接続された端子金具を収容
するハウジング２に組み付けられて、ハウジング２から延出される電線Ｗを覆うようにな
っている。電線カバー１には一方側に電線導出口３が開口しており、ここから電線Ｗが外
部に導出されている。電線導出口３の孔縁部には、断面門形の電線固定部４が突設されて
おり、この電線固定部４と電線Ｗとに結束バンド５を巻回して締め付けることで電線Ｗが
固定される。なお、このような電線カバーは、例えば特開平４－５６０８４号公報に記載
されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記の電線カバー１では、電線固定部４の大きさに比べて束ねる電線Ｗの本数が少なかっ
たり、あるいは電線Ｗの外径が小さいような場合には、全ての電線Ｗが電線固定部４の内
側に収まって隙間が空いてしまい、電線Ｗがしっかりと固定できない場合があった。
本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、その目的は、電線の本数が少ない場合等に
も結束バンドによって電線をしっかりと固定することの可能な電線カバーを提供するとこ
ろにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するための請求項１の発明に係る電線カバーは、電線の端末に接続さ
れた複数の端子金具を収容するハウジングに組み付けられ、このハウジングから延出され
る前記電線を覆う電線カバーであって、前記電線を外部に導出する電線導出口の孔縁部よ
り延出され、前記電線を束ねる結束バンドを巻回して前記電線と共に締め付けることで電
線を固定可能な電線固定部を備えたものにおいて、

前記電線固定部に、前記結束バンドを任意に挿通可能な結束孔
を設け、前記結束バンドの巻回経路を複数種類の中から選択可能としたところに特徴を有
する。
【０００５】
請求項２の発明は、請求項１に記載のものにおいて、前記結束孔は、複数個が前記電線の
延長方向に直交する方向に並んで設けられているところに特徴を有する。
【０００６】
【発明の作用および効果】
請求項１の発明によれば、一つの結束孔を通した結束バンドの巻回経路と通さない巻回経
路との複数種類の巻回経路の中から、固定する電線の本数や外径に応じて適したものを選
択することで、電線を電線固定部にしっかりと固定することができる。
【０００７】
請求項２の発明によれば、結束孔を複数個設けることで、結束バンドの巻回経路の選択肢
が増え、電線の本数等に応じてより適切な巻回経路を選ぶことができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
次に本発明をレバー式コネクタに用いられる電線カバーに適用した一実施形態について図
１から図７を参照して説明する。
図１は、レバー式コネクタの全体を示しており、複数の雌側端子金具１２を収容する雌ハ
ウジング１０と、雌ハウジング１０から延出する複数本の電線Ｗを覆うように組み付けら
れる電線カバー２０と、電線カバー２０を幅方向に跨ぐように組み付けられるレバー３０
とから構成されている。なお、以下の説明において、上下方向については図１を基準とし
、前後方向については図１の左側を前方とする。
【０００９】
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縁部における一部分から延出されるとともに、その外周面全体にわたって前記結束バンド
を巻回可能とされており、



雌ハウジング１０は、合成樹脂材により略直方体状に形成されており、上下方向に貫通す
るキャビティ（図示せず）が複数個並列して形成され、各キャビティには上方から雌側端
子金具１２を挿入可能となっている。各雌側端子金具１２にはそれぞれ電線Ｗの端末が接
続されており、それらの電線Ｗはキャビティ内から雌ハウジング１０の上方に延出されて
いる。雌ハウジング１０は、図示しない雄ハウジングと嵌合可能とされ、嵌合することに
よって各雌側端子金具１２が雄ハウジングの雄側端子金具と導通接続されるようになって
いる。
【００１０】
電線カバー２０は、合成樹脂材よりなり、図２から図４に示すように、下方及び後方に開
放する略箱形をなしている。下方の開口部２１には雌ハウジング１０の上部が嵌め込まれ
、電線カバー２０は、雌ハウジング１０の上方を覆った状態で組み付けられる。また、電
線カバー２０の後方の開口は後に詳述する電線導出口２２とされており、前記したキャビ
ティより延出した各電線Ｗが略直角に折り曲げられて、この電線導出口２２を通って後方
へ導出されるようになっている。電線カバー２０の両側面には、左右一対の支持軸２３が
突設されており、ここにレバー３０が取り付けられている。
【００１１】
レバー３０は、図１に示すように、左右方向に延びる操作部３１の両端から板状のアーム
部３２を延設した略門形状をなしている。両アーム部３２はそれぞれ前記の支持軸２３に
取り付けられ、レバー３０は支持軸２３を中心として回動操作可能となっている。また、
アーム部３２には、カム溝３３が形成されており、詳細には示さないが、雄ハウジングと
の嵌合の際には、カム溝３３に雄ハウジングのカムピンを嵌め込み、レバー３０を回動操
作することで、カム溝３３とカムピンとのカム作用によって両ハウジングの嵌合動作が助
勢されるようになっている。
【００１２】
さて、電線カバー２０の電線導出口２２は、図２から図４に示すように、略長方形状に開
放し、その孔縁部分にはフランジ部２５が外側へ張り出して形成されている。また、電線
導出口２２の上部には、上壁２６Ａと一対の側壁２６Ｂとを備えた断面略門形状の電線固
定部２６がフランジ部２５から後方に突設されている。この電線固定部２６には、図１に
示すように、電線Ｗを束ねる結束バンド４０を巻回可能とされており、両側壁２６Ｂの後
端下部に突設された一対の抜止突起２７によって巻回された結束バンド４０の抜止めがな
されるようになっている。また、電線固定部２６の上壁２６Ａにおける両側端付近には、
一対の結束孔２８が左右方向（即ち、電線Ｗの延長方向と直交する方向）に並んで貫通形
成されており、両結束孔２８には結束バンド４０を挿通可能となっている。
【００１３】
本発明の以上の構成であり、次にその作用を説明する。
雌ハウジング１０から導出される電線Ｗを電線カバー２０に固定する際には、電線Ｗの束
を電線固定部２６の内側に押し付けるようにして、これらの電線Ｗと電線固定部２６とに
結束バンド４０を巻回して締め付ける。このとき、以下に例示するように、結束バンド４
０が緊張状態で電線Ｗを締め付けるように、使用する電線Ｗの本数やその外径に応じて結
束バンド４０の巻回経路を適宜選択する。例えば図５は、電線Ｗの本数が比較的多く、電
線Ｗの束の一部が電線固定部２６の外側へはみ出るような場合の締め付け方法を示してお
り、このように結束バンド４０を電線Ｗから電線固定部２６の全体（即ち上壁２６Ａ及び
両側壁２６Ｂの外面）にわたって巻回して締め付けることで、電線Ｗが電線固定部２６側
に押し付けられてしっかりと固定される。
【００１４】
また、図６は、電線Ｗの本数が上記の例よりも少なく、上記のように結束バンド４０を電
線固定部２６全体に巻回させると、電線Ｗの大部分が電線固定部２６の内側に収まってう
まく締め付けることができないような場合の締め付け方法を示している。この図のように
、結束バンド４０を一方の結束孔２８に挿通させ、上壁２６Ａ及び他方側の側壁２６Ｂに
巻回することで、電線Ｗの束の一部が上壁２６Ａ及び側壁２６Ｂの内側の凹部よりも外側
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にはみ出して、この部分に結束バンド４０が掛かることで電線Ｗが締め付けられ固定され
る。
また、図７は、電線Ｗの本数がさらに少ない場合の締め付け方法を示しており、結束バン
ド４０を両方の結束孔２８に挿通させて、結束バンド４０を電線固定部２６の上壁２６Ａ
のみに巻回することで電線Ｗがしっかりと固定される。
【００１５】
以上のように、本実施形態によれば、結束孔２８を通した結束バンド４０の巻回経路（図
６及び図７参照）と、通さない巻回経路（図５参照）との複数種類の巻回経路の中から、
固定する電線Ｗの本数や外径に応じて適したものを選択することで、電線Ｗを電線固定部
２６にしっかりと固定することができる。
また、結束孔２８を複数個設けることで、結束バンド４０の巻回経路の選択肢が増え、電
線Ｗの本数等に応じてより適切な巻回経路を選ぶことができる。
【００１６】
本発明の技術的範囲は、上記した実施形態によって限定されるものではなく、例えば、次
に記載するようなものも本発明の技術的範囲に含まれる。
（１）上記実施形態では、電線固定部２６に一対の結束孔２８を設けた例を示したが、本
発明によれば、結束孔は１つまたは３つ以上設けても良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態のレバー式コネクタを示す側面図
【図２】電線カバーの側面図
【図３】電線カバーの平面図
【図４】電線カバーの背面図
【図５】結束バンドの巻回経路の例を示す断面図
【図６】結束バンドの巻回経路の例を示す断面図
【図７】結束バンドの巻回経路の例を示す断面図
【図８】従来の電線カバーを示す斜視図
【符号の説明】
１０…雌ハウジング（ハウジング）
２０…電線カバー
２２…電線導出口
２６…電線固定部
２８…結束孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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